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児童Tの継承ベトナム語学留の執跡
ーベトナムにルーツを拷つ子どものための継祗語学器カリキュラム考案に向けて一 近藤美佳

≪実践報告≫

児童Tの継承ベトナム語学習の軌跡
ーベトナムにルーツを持つ子どものための

継承語学習カリキュラム考案に向けて一

近藤美佳（京都大学大学院博士後期課程）

kondo@migiai.com 

Description of the Learning Trajectory of a Vietnamese Student 

Aiming at Designing a Curriculum for Vietnamese Children Living in Japan 

Mika Kondo 

要旨

本稿は、在日ベトナム人児童Tのベトナム語学習過程とそれに伴う言語能力の伸長の

様子を報告するものである。近年、一部の市や学校の取り組みとして外国にルーツを持

つ子どもたちへの母語・継承語学習支援が行われている。筆者は、 2011(平成23)

~2015 (平成27)年度に亘り、大阪府内のある公立小学校においてベトナム人児童T

のベトナム語学習支援に直接携わる機会を得た。児童Tの学習渦程と言語能力の変化

を技能別に記述した結果、 Tのベトナム語能力伸長を促した主な要因として、 (1)家

庭との連携、 (2) 「公の場」としての学校の存在、 (3)子どもの「得意」を活かすエ

夫の3点を指摘する。そして、公立小学校内において継承語学習を支える家庭・学校・

母語指導員の連携モデルを提唱する。

Abstract 

This paper aims to report on the learning trajectory and the progress in language ability 

of a Vietnamese student living in Japan, named'T'hereafter. Recently, in some public 

elementary schools or cities, the mother tongues or heritage languages have been 

taught to the students with roots in foreign countries. The author had the opportunity 

to teach Vietnamese to a Vietnamese student, T, at a public elementary school in Osaka 

Prefecture. As a result of analyzing T's learning trajectory and progress in language abil-

ity, the author found that the factors which helped T progress her Vietnamese ability 

are the following three points: (1) collaborating with the family; (2) studying in a school 
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as a public place for children; and (3) using the strong points of the student. Finally, the 

author proposes a collaboration model among families, schools, and heritage language 

teachers to support students with foreign roots to study their heritage languages in 

public elementary schools. 

キーワード：在日ベトナム人児童、継承語学習、公立小学校、カリキュラム

1. はじめに

近年、一部の市や学校の取り組みとして外国にルーツを持つ子どもたちへの母語・継

承語学習支援が行われるようになってきており、ベトナム語に関してもベトナム人集住

地区を中心にこのような取り組みが見られるが、やはり他の継承語教育同様、カリキュ

ラムも教材も専門の教師も不在のまま行われているのが現状である。しかし、先陣を切っ

た複数の学校における取り組みが既に何年も実践を重ねてきた今（干， 2008;落合，

2012; 北山， 2012;近藤・清水， 2012;Kondo & Shimizu, 2012; 近藤• 清水， 2013)I)、

これまでの経験を集約し、カリキュラムの敲き台を考案することが可能ではないかと考

える。そのためには、まず、カリキュラムの根拠とすべく、 日本生まれのベトナムルー

ツの子どもが置かれている状況とベトナム語能力の実清の把握が必要であろう。筆者は、

2011 (平成23)~2015 (平成27)年度に亘り、大阪府内の公立小学校においてベトナ

ム人児童Tのベトナム語学習支援に直接携わることができた。本稿では、この児童Tの

ベトナム語学習過程とそれに伴う言語能力の伸長の様子を記述し、それを促した要因

を明らかにする。

2. 先行研究

継承語学習の課題として、中島 (2003)は、 (1)学習者が継承語に対してマイナス

の価値づけをするため学習者が学習の価値を見出すことが難しいこと、 (2)継承語学

習は親のチョイスによるもので子どもにとっては押し付けられた学習であること、 (3)

課外での学習であり継続が難しいこと、 (4)4技能がアンバランスであること、 (5)認

知面の力が母語話者と比べ遅れがちであること、 (6)子どもの置かれている状況によっ

て教育内容や方法が異なることの6点を指摘した。

日本の公立学校における継承ベトナム語教室についての研究はまだ多くないものの、
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以下のようなものがある。子どもたちの指導に当たりながら考察を行った北山 (2012)

は、学校内に設置されたベトナム語教室の持つ意義について保護者との関わりを中心に

観察した結果、母語教室は保護者の文化資本を発揮する場となり得、その保護者の関

与が子どもたちの母語・母文化学習に対するモチベーション向上につながることを明ら

かにした。また、落合 (2012)は、学校内における母語教室の存在が、ベトナム人の

子どもにとって「親への信頼、親との絆」、「ベトナム語学習の動機」の向上、ベトナム

人としての自己の肯定、アイデンティティの確立につながるだけでなく、日本人の子ど

もにとっても異文化理解のための重要な資質である「文化相対主義的視点」を獲得す

る機会になり得ることを指摘した。学習内容に関しては、北山 (2012)は、学習プロ

グラムを主に (1)読み書きの練習、 (2)文化学習、 (3)校内フェスティバルに向けた

取り組みの3点から構成していた。その他、近藤・清水 (2012)は、絵本を使用した

学習例の紹介の中で、ベトナム人児童が読み書き学習において方言による発音の差のた

めに文字習得に困難を感じることを指摘している。それを踏まえ、 Kondo& Shimizu 

(2012) 、近藤• 清水 (2013)は、子どもが既に持っている語彙の知識を活用しながら

音素を判別するという音韻認識を用いた指導案を提案した。

3. 研究の概要

3.1研究の対象と方法

2011 (平成23)~2015 (平成27)年度に亘り、大阪府内の公立小学校において筆者

が母語指導員として直接ベトナム語指導を担当した児童T(2004年生、女児）を対象

とし、ベトナム語学習過程、ベトナム語力の変化、またそれに係る要因を分析する。分

析に用いるデータは、毎回の学習内容や授業の様子、感想等を記録したフィールドノー

ト、一部の授業の録音データを文字化したもの、また学期毎に作成した「学習計画」、

「学習のまとめ」、「0学期の学習の様子（毎学期の成績表に添付する所見）」である。

また、子どもの家庭での様子や親のニーズを把握するべく、「言語環境に関するアンケー

ト（ベトナム語版） 2)」を使用した (2014年5月実施）。その他、個人懇談や家庭訪問

時の通訳メモや記録も資料として扱う。

3.2 Tのベトナム語学習の概要

3.2.1 Tの家庭環境

2014年5月に実施した子どもの「言語環境に関するアンケート（ベトナム語版）」に
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よれば、 Tの家庭で

の言語環境は右記の

通りである。

このアンケートの

回答者は父親であっ

たが、その1年前の

家庭訪問時 (2013年

5月）には、母親も

「子どもにはきちんと

ベトナム語を残した

いと思っている。」、

「家庭内では極カベト

ナム語のみを使用す

るようにしており、

表 1 Tの家庭での言語環境

家族の来日時期・理由
父： 80年代（難民）
母： 90年代（結婚のため）

保護者の職業
父：印刷機オペレーター
母：パート

保護者の学歴
父：高等学校卒
母：高等学校卒

保護者の日本語レベル
父：読み書きも可能
母：読み書きも可能

子どもの来日時期・ 理由 日本生まれ

家族の滞在予定 永住

父→子： 日本語
家庭での使用言語 母→子： 混ぜて使用

子→父母：混ぜて使用

子どもの言語能力に関す ベトナム語も日本語も同じように
る保護者の希望 強くしたい

子どもが知らない言葉を日本語で話してきたときには、親が対応するベトナム語を教え

るようにしている。」と話しており、両親とも子どもにベトナム語を継承したいという

強い思いを持っていることがわかる。

3.2.2 Tの学習環境

Tの通う小学校には外国人児童を支援するための教室（以下、国際教室 3)と呼ぶ）

が設けられており、そこで外国ルーツの子どもたちは個々の状況に応じて日本語指導、

教科指導、母語指導を受ける。同校は中国人コミュニティの近隣に位置する。全校児

童数200人強のうち約50名がこの国際教室に所属しており、そのうちT以外は全員が中

国ルーツの子どもであった。

Tに対しては、隔週につき1時間（年間約20回程度）母語学習の時間が確保されてお

り、取り出しでベトナム語の授業が行われた。 1年生在籍当時は府内他市に暮らすベト

ナム人が母語指導員を務めていた。その後を筆者が引き継ぎ、 2年生2学期から卒業ま

での約4年半、 Tの母語指導を担当した。前任の指導員によれば、 1年生の間はテキス

トTiJngVi~t Vui [楽しいベトナム語]4)を用いて文字の練習を中心に行い、ベトナム

語能力については「簡単な会話は可能だが読み書きは末習得、基礎的な単語はよく知っ

ている」との評価であった (2011年9月5日フィールドノート）。 日本語能力、教科学

習については、学校教員らの評価によれば「（日本語は）全く問題ない」とのことで
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（同日フィールドノート）、教科学習に関してはクラスで常に上位の成績を収めるほどで

あった。

3.2.3学習内容

学習者はTひとりであったため、 Tの興味• 関心や能力にきめ細やかに応じた学習内

容を用意することが可能であった。学習計画には、学校行事や日本とベトナムの年中

行事・季節のイベント等を組み込むようにした。各年度における主な学習内容は以下の

通りである。

表2 Tの学習内容

2年生
1. 絵かるた
2. 文字の練習

(2011年度）
3. 150~250語程度の就学前児向けテキストの読み聞かせ

3年生
1. 150~250語程度の就学前児向けテキストの読み聞かせ

(2012年度）
2. 絵かるた／音韻認識ワーク
3. 絵日記、メッセージカード等

1. 200~400語程度の物語を用いた読解練習
4年生 2. 文字と音の同定
(2013年度） 3. 絵日記、メッセージカード、手紙等

4. 学内・外イベントの準備• 練習

5年生
1. 200~400語程度の物語・説明文を用いた読解練習
2. 作文

(2014年度）
3. 学内・外イベントの準備• 練習

1. 100語程度の初見の文章を読み上げる

6年生
2. 300語程度の説明文を読み、知らない単語を書き出す

(2015年度）
3. 作文
4. 中国語母語クラスとの共同授業
5. 学内・外イベントの準備• 練習

4. 考察と結果

4.1語彙、聞く・話す学習について

初回授業で筆者が「名前は何ですか。」、「何歳ですか。」、「何年生ですか。」などの質

問をしたところ、 Tは戸惑った様子を見せながらも一、二語文で正しく応答することが

できた。こちらからのベトナム語による声掛けや指示には正確に、迅速に反応していた

ものの、 T自身の比較的内気な性格も相まってか、自らベトナム語で話すことはほとん

どなかった。このTの態度からは、ベトナム語を話すことへの不安感や抵抗が感じられ

た。

2、3年生時には、かるたを用いてゲーム形式での語彙の学習をした。最初は、筆者
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が言ったものをTが取るというルールで行い、次第にTがベトナム語を言えたらそのカー

ドを取るというルールに切り替えていった。また、音韻認識能力を高めるべく、机に並

べたカードを同じ音素を持つグループに分けたり、特定の音素を持つ語を抽出したりす

るワークも行った (Kondo& Shimizu, 2012; 近藤• 清水， 2013)。ゲーム形式による

学習を行いつつベトナム語による声掛けを続けていると、次第にTからもベトナム語の

発話が聞かれるようになった。しかし、授業中でも筆者以外の人前では口をつぐむ、教

材（プリント等）を隠すなど、ベトナム語を話しているところを見られるのを嫌がる場

面が見られた。

3年次夏休みの帰省をきっかけにベトナム語の発話がぐんと増え、 4年生になる頃に

は、ベトナム語である程度まとまった内容を伝えようという態度が感じられるようにな

り、二語文～単文を並べて自分の思いを伝えたり、ある状況を説明したりすることも増

えてきた。以下、 4年次の授業で「生春巻きカード」（なまえカード（材料を表す名詞）

とすることカード（調理を表す動詞）から成る）を用いて生春巻きの作り方を説明した

際の発話を例に挙げる 5)。例中のTはTの発話を、 VTは筆者の発話を示す。

【生春巻きの作り方 (2013/10/30)】

T: C且tcai nay cit cai nay, C虹caimi khong? 
［これを切る、これを切る、｛「ピーフン」カードを手に取って｝麺は切る？］

汀： O', con cU'c且tcho nho di, dai qua kh6 cu6nぽmd6.
［そうだね、小さく切りなよ。長いと巻きにくいよ。］

T: Cat cat cat…Xong, cuon, lay rau, tam nu&c cho mem. Xong, cuon lam cai nay. 

Goi cuon khong c6 n紐

［｛「切る」カードで材料を切るまねをしながら｝切る、切る、切る。で、巻く、｛「野菜」

カードを取って｝野菜をとって、｛「ライスペーパー」カードを水につけるまねをする｝水

をつけて柔らかくする。で、巻いてこれを作る｛「生春巻き」カードを取る｝。｛「茄でる」

カードを見て｝生春巻きは茄でない。］

可： V~y ha, tom thit thi sao? ふ s6ngh虹
［そうかな。エピや肉はどう？生で食べる？］

T: {しばらく考える｝

汀： Vさnhahoi m~thll'coi. [おうちでお母さんに聞いてみようか。］
T: A, c6 nau thjt, nau tom, xong roi cat, cuon, lam cai nay. 

［ああ、肉を茄でる。エピを茄でる｛「茄でる」カードの下に「エピ」、「豚肉」カードを

入れる｝］で、切って巻いて、これを作る｛「生春巻き」カードを取る｝］

汀： R6i lam gi? [それからどうするの？］

T: ふ．［｛「食べる」カードを取って｝食べる。］

5年次には、 Tの担当教員6)の関わりがTの積極性を引き出した。当時、授業のはじ
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めにウォーミングアップとしてかるたを行っていた。その横で、担当教員がTの発音を

まねてベトナム語を発音したり、単語をノートに書き取ったりしていた。その様子を見

たTは自ら担当教員にベトナム語を教え、かるたで勝負しようと誘ったのである。この

ような他人を巻き込んだ活軌を行おうとする発想は、これまでのTには見られないこと

であった。また、筆者とTがベトナム語で会話を交わした後、その内容を担当教員に伝

えるよう促すと、しつかりと通訳をすることができた。

Tは家庭で日ごろからベトナム語を使用していることもあり、発音は自然で、基礎的

な語彙の知識を持っていた7)。しかし、家庭言語であるベトナム語が外の社会である学

校で使用されることへの戸惑い、それを使用する他人への警戒やそれを使用する自分を

見られることへの抵抗が強くあり、それらが和らぐまではなかなか授業中にベトナム語

を発することができなかった。じっくりと向き合って信頼関係を築き、安心して楽しめ

る環境を提供してはじめて、 Tは自分のベトナム語能力を発揮することができるように

なったと思われる。さらに、自らのベトナム語能力を用いて、学校教員に対して「教え

る」、「通訳する」活動ができ、それによって賞賛を得ることができた。この経験から、 T

は自身のベトナム語能力が賞賛に値する、有用なものであると認識することができ、そ

の後の学習意欲につながったものと考えられる。

4.2読む学習について

筆者がTの母語指導を始めた当初、 Tは前任の指導員の指導のもとで Ti€ng Vi~t Vui 

［楽しいベトナム語］を用いた文字練習を数課分終えたところで、ほとんどベトナム語の

文字の知識はなかった。そのため、読みの学習は読み聞かせから始めた。教材は、就学

前児向けの物語集 Truy~n

cha be tqp n6i [話す練習の

ための物語］より 150~250語

程度のテキストを選んだ。適

宜やさしい表現に言い換えた

り、説明を加えたりしながら

読み聞かせを行った。ホワイ

トボード等を用いて、聞き取

れた内容を段落ごとに絵で

表現してもらうこともあった

（図1)。
図1S6i con t6t blJ.ng [やさしいおおかみ］の描き取り

(2012/4/25) 
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また、家庭でも読み聞か

せができるよう、授業中での

読み聞かせに使用したテキス

トのコピーを渡して持ち帰ら

せたところ、母親は何度も

繰り返し読み聞かせ、 Tに暗

唱させた。そこで、文字を

追いながら暗唱をすることを、

毎回の宿題として課すように

した。これを続けた結果、 2
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図2Ban ch6 [犬を売る］ （国語教科書2年上 p.124-125)

年生を終える頃には、 Tは初見のテキストに含まれるいくつかの頻出単語が同定できる

ようになっていた8)0 

4年次には、テキストレベルを上げ、ベトナム国内で使用されている2年生の国語の

教科書の課文から200~400語程度の身近なテーマについて書かれた物語を選んで使用

した9)。また、授業中にベトナム語を話すことにも慣れてきたため、内容に関する質疑

応答を合わせて行うことにした。宿題として次回の授業で読む文章の音読練習と内容

理解を課し、授業中には音読と内容についての質疑応答を行った。質疑応答の内容は、

教科書に設問として用意されている3~5問の質問を中心に、うまく答えられなかった

場合にはその質問をさらに噛み砕いた質問を重ねるようにして進めた。

【「Banch6 [犬を売る］」内容に関する質疑応答 (2013/7/10)】

VT: V~y co hoi cau hoi nhe,'、Visao b6 muon cho b&t ch6 con di?" 
［じゃあ、質問するね。「どうしてお父さんは子犬の数を減らしたかったのですか。」］

T: Nhiさu.[たくさん。］
VT: U'nhi, vi nhi釦qua.Thさ"Giangda ban ch6 nhu thさnao?"
［そうだね、多すぎたからだね。では、「ザンはどうやって犬を売りましたか。」］

T: んーとね、 1§.ymeo. [んーとね、ねこをもらった。］

VT: U', v~y, "Sau khi Giang ban ch6, s6 v~t nuoi trong nha c6 giam di khong?" 
［うん、じゃあ、「ザンが犬を売ったあと、ペットの数は減りましたか。」］

T: D~, khong. えっと 6ch6 ma ban 1 con, 1且y2 con meo. Ch6 con 5, meo con 2 la 7 
con. 

［いいえ、減りませんでした。えっと、 6匹で1匹売って、 2匹のねこをもらった。犬が5匹、

ねこが2匹で7匹。］

5年次にはテキストレベルをもう一段階上げた。 3年生用の国語教科書の課文から200
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~400語程度の身近なテーマについて書かれた物語・説明文を選んで読解練習を行った。

前年度と同じく家庭学習でテキストの予習を課し、授業では読んできたテキストの音読

と再話をするよう促した。再話が難しい場合は、再話を促すための質問をいくつか問い

かけた。再話ができたら、最後にテキストに関する感想や意見を話すよう促した。

はじめのうちはなかなか再話に至らず、読んできた内容を話すよう促しても、「いや」、

「難しい」、「言いたくない」、「家でやってくる」、「それはまだお母さんに教えてもらっ

てない」などと抵抗を示す発言、母親の支援を頼りにする発言を繰り返していた。内容

に関する話をすることができても、以下の例のようにほぼ一問一答になってしまうこと

がほとんどであった。

【「Chiicao Zen [セーター］」再話 (2014/5/7)】

VT: Thさcauchuy~n la nhu th~nao nhi? [じゃ、このお話はどんなだったかな？］
T: 一緒の。友達と一緒のほしいんだって。ラン。

VT: A, Lan thich ao cua b:;tn h的 B:;tnnao nhi? B~n ten gi? 
［あぁ、ランは友達の服がいいの？その友達は誰？名前は？］

T: B:;tn Hoa. [ホアちゃん］

VT: V~y ao cua b~n Hoa nhu thさnao?[ホアちゃんの服はどんなだったの？］
T: 恥p.[きれい。］

VT: D~p ha, thich nhi. The ao cua b~n Hoa d~p qua, roi Lan n6i sao? 
［きれいなんだ。いいね。で、ホアちゃんの服がきれいで、ランはどう言ったの？］

T: Muon mua. [買いたい。］

? [あぁ、買いたいのね。で、お母さんはなんて？］VT: A, muon mua ha. Thi me n6i sao. 

T: Khong c6 dU'(jC. [だめ。］

VT: Khong c6 duqc ha. T~i sao? Mua cho em di. 
［だめなの。どうして？買ってあげてよ。］

T: M恥［高い。］

1学期を終える頃、初め

て自らベトナム語で物語の

内容をある程度まとまった

形で話すことができた。以

下は、そのときの発話であ

る。

●, 
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【「Aic6 l6i ? [悪いのは誰？］」再話 (2014/7/2)】

T: Co-ret-tiが、 ch?mtay En-ri-co. Ch?m En-ri-co dang VIet d~p ma m9t drr&ng rat 
xau. Va En-ri-co gi~n, gi~n xong *** En-ri-co. En-ri-co ... {笑｝
［コレッティが、エンリコの手にぶつかって、エンリコはきれいに書いてたのにぶつかっ

て、一本の線はすごく汚い。で、エンリコは怒って、怒ってから＊＊＊、エンリコ。エ

ンリコは・・｛笑｝｛もう一度本を開いてみようとする｝］

VT: 6, khong can的Cl?i d恥， conn6i ch6 ma con nho thoi. 
［お、読み直さなくてもいいよ。覚えてるとこだけ言って。］

T: C6 gid tay, gict tay xong n6i "c6 y". うん、えっと、 nghil?i la n6i [h6i] Mn. で、
何やったっけ、「放課後」。

［手を挙げて、手を挙げてから、「わざとだ」って言った。うん、えっと、考え直して後

悔した。で、何やったっけ、「放課後」。］

VT: U, "tan h9c". [うん、 "tanh9c" [放課後］。］
T: Tan h9c, En-ri-co、えっと、 En-ri-coの後ろについていって、それで、っと、 En-ri-co

恥caygict, で、持って、 (9)(VT: Sau d6?) Sau d6, (10) (VT: U', Co-ret-ti di theo 
En-ri-co.) Xong, Co-ret-ti n6i仲直りしよう n6inhll'v~y. そしてもういっしょうもう、
えー、 dunggi徊 nhau.で、 En-ri-con6i'、Khongbao gia ." Xong En-ri-co n6i 

chuy~n v&i b6, b6 n6i la xin 16i b?n, t?i sao danh b?n. 
［放課後、エンリコ、えっと、エンリコの後ろについていって、それで、っと、エンリコは

棒を持って挙げて、 (9)(VT: それから？）それから、 (10)(VT: うん、コレッティがエ

ンリコについていって．．？）で、コレッティは「仲直りしよう」って言って、そう言っ

た。そしてもういっしょうもう、えー、もう怒らないでおこう。で、エンリコは「一生」っ

て言った。で、エンリコはお父さんと話をして、お父さんは、友達に謝る、なんで友達

を叩いたって言った。］

ここでは、授業中にコレッティの肘がエンリコにぶつかってけんかになったものの仲

直りをし、それをエンリコが父親に報告するまでの流れを再生することができている。

仲直りまでの間に起こった出来事や父親がエンリコを叱った理由などの細部が省かれて

しまってはいるものの、おおまかなあらすじは正しく追うことができている。また、こ

の後Tは日本語でもこの物語の再話を行い担当教師に聞かせることができた。

次の例は、 2学期中旬頃の再話である。

【「C6ckifn tr&i [神に物申したひきがえる］」再話 (2014/10/22)】

T: N_gay xll'a, 1;19t nam ning, khong mll'a. C6c th的nguyqua, di len trかi.G~p cua, 
gau, CQp. Can ga. Con nay dot set. Dau qua, VO nll'&c thi cua can. Troi moi c6c 

vo. Trかin6i la ve di, mll'a. Trかid~n them c6c nghien rang do mll'a cho. 
［昔、 1年日照りで雨が降らない。ひきがえるは大変だと思って、天に行った。カニと熊

と虎に会った。にわとりを噛んだ。これ｛蜂の絵を指して｝が雷を剌した。痛くて水に入っ

たらカニが噛んだ。神はひきがえるを招き入れた。神は帰れって、雨にしてあげるって

言った。それと、神はひきがえるが歯を鳴らしたら雨降らせてあげるって言った。］
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ここでは、ひきがえるが日照りの状況を危ぶみ、仲間とともに神に雨乞いに行ったこ

と、神が訴えを聞き入れ雨を降らせてくれることになったこと、今後雨を降らせてほし

いときは歯を鳴らすように言ったことを、一連の流れとしてまとめて話すことができて

いる。また、「Aic6 l6i? [悪いのは誰？］」の再話に際には度々現れた、日本語の助詞

や間投詞の挿入もこのときは聞かれなかった。

6年次には、主な教材に小学生向けに科学的事象を解説した本、 101aiJu em mu珈

庫t[わたしが知りたい101のこと］シリーズを選んだ。子どもが疑問に思うであろう事

象が各課のタイトルとして設定され、左ページにはその疑問を提起するためのユーモア

のある漫画、右ページにはその疑問に対する解説がある。

このテキストを用い、まず

は漫画部分 (100語程度）を

読み上げる練習をした。この

頃にはこのような初見のテキ

ストであってもある程度正確

に読み上げができるようになっ

ていたが、自身の読み上げで

意味を理解するまでには至ら

なかった。音読後、 1コマず

つ一緒に絵を見ながらセリフ

の意味を確認し、理解が難し

一

●e 

co,11んin:;・ 訳)AY
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そうな場合には適宜読み聞か

せをするなどのサポートをしつつ内容を整理させ、そのうえでストーリーの再話を課し

た。漫画の内容が把握できたところで右ページの解説を読み聞かせた。まずは全体を読

図4C6 phai xe dq,p ngay cang it du<;lc SU dl!,ng? 

［自転車は使われな9くなっていくのだろうか］

(J 01 di~u em muon bi€t, Khoa hqc va c11qc s8ng 2 p.8-9) 

み聞かせ内容を問い、次に段落ごと、文ごとと段階を踏んで内容を確認していった。そ

の際、聞いてわからない単語を指摘するよう促した。 T自ら「00ってどういう意味？」

と言ってくることもあれば、筆者から「このことばわかる？」と声掛けをして「わから

ない」となることもあった。例えば、以下のような単語が挙げられた。

【6to aifn c6 thay th€ o to chq:y bdng xang khong? [電気自動車はガソリンで走

る車に取って代わるだろうかJ(101 ai€u em mu8n bi€t, Khoa hgc va cu{jc s8ng 

2 p.14-15)】
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幽 ki~m [節約する] chi phi [費用］ 6 nhiさm[汚染］

6 to di~n [電気自動車] df)ng c<J [エンジン］ nang lJ!c [エネルギー］

Tが「わからない」と申告した単語に対しては、ベトナム語でその意味を説明したり、

使用例を挙げたりしたうえで対応する日本語の単語を考えてもらうという流れで解説し

た。最後に、これらの単語をノートに書き出し、日本語の意味とともにまとめた。

従来、読む学習のためには文字の知識の習得が前提であると考えられ、読み教材を

用いた学習は後回しにされがちであった。しかし、日本生まれのベトナムルーツの子ど

もたちが週1回程度の学習頻度の中で文字を習得しようとすれば、それだけで大半の時

間が費やされてしまううえ、単調な授業になりがちである。そこで、文脈や挿絵の助け

を得られる絵本・物語を教材に選び、既に子どもが持っている「聞く力」を活用する

読み聞かせを実施したところ、多様な読み教材を使用することが可能となった。 Tの場

合、このような読む学習を授業と家庭学習の双方において地道に積み重ねることでひと

つひとつの物語が理解可能な内容となり、その内容と文字の知識が徐々に結びついていっ

た結果、読む力が伸長したものと考えられる。

4.3書く学習について

2、3年生の頃には、 TiJngVi~t Vui [楽しいベトナム語］を用いての文字の練習、読

み聞かせテキスト内に出てきた単語を綴る練習を行った。 4年生では、読解練習で用い

たテキストの一部を書き写す練習も行った。

また、毎年母の日、父の日、七夕、敬老の日、誕生日、クリスマスなどのイベント

に合わせてメッセージカードや手紙を書いた。筆者が作成したプリントに従い、関連語

彙や定型文 (Concam an mt;. [お母さんありがとう］、 Chucba luon khoe mc;tnh. 

［お父さんがいつも元気

でいられますように］等）

を練習した後、実際にメッ

セージカードを作成した。

4年生頃までは、なかな

か自分で文面を考えるこ

とができず、プリントの

モデル文を書き写すのみ

にとどまった。また、 T
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図5母の日プリント (2012/5/2)
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が好んでいた宿題のひとつに絵日記があるが、

が書きたい内容を話したものを母親が文字で書き表し、

それをTが写すという流れで行っていたようだ。

5、6年次には、 自分で考えた内容、文面をベトナム

語にするという工程に重点を置き、

これはT

書く学習を行った。

その一つは、音韻認識ワークを発展させた音素別作文で、

音素から単語、単語から単文へと派生させていく活動で

ある。 二つめは、あるテーマについてまとまった内容を

書く練習である。運動会や夏休みの思い出について書い

たり、ベトナムの年中行事について学んだ内容をワーク

シートにまとめてそれをもとに作文をしたりした。
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固6絵日記 (2012年度夏休み）

音素別作文では、ある音素をテーマとして与え、机に並べた絵カードの中からその音

素を含む語を抽出してその単語を綴り、さらにその単語を含む文を作成するという流れ

で行った。次に挙げるのは、 5年次のある日の音素別作文の例である。

【eのつくことば (2014/11/12)】

mdお母さん］
che[ぜんざい］

nh~[軽い］

he[夏］

re [安い］

m~n§.u df, [お母さんが料理をする］
che nay ngon [このぜんさいはおいしい］

品naynh~[この物は軽い］
t&i he n6ng [夏になったら暑い］

thit nay re [この肉は安い］

この回は4回目の音素別作文であり作業に慣れてきたこともあってか、単語の抽出、

作文も非常に順調に行うことができた。 この5つの作文をした後、 「nay[この］ばっか

りやん。」

んだ後、

などと文の質につい

て自省する様子も見られた

(2014年11月12日フィールド

ノート）。

次の例は、 2015年の旧正月

を前に、ベトナムの旧正月につ

いて学んだ際の作文である。風

習、干支、食べ物について学

日本のお正月とベトナ

名知叫~..~u瓜品
｀＂疇9 釦~,. .,,. .... ,,, 如クが_,紬→

心す如,,... ,~.... -·-~-· 

和帽蛉9，
 

,-------------、---ヽ・-------ヽ -ヽ----曹 -ヽ-----今~ヽ------し-- --ヽ●9ヽ-------ヽ---;TもtNguyen 0加・咆tNam

図7「ベトナムの旧正月と日本のお正月」ワークシート
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ムの旧正月の相違点を書き出すワークシート（図7)に取り組み、そのワークシートを

もとに以下の作文を書いた。

【テト（旧正月）とお正月の比較 (2015/2/18)】

CJ Vi~t Nam an banh tet. Trもeml的lixi. Ngll'CJi ta di chua du xin, xin xam. Nam nay 
la nam con de. CJ Nh~t Ban m9i ng⑬ i Nh~t cung di chua. 知 banhmochi, ozoni. 
Nam nay la nam con cuu. 

［ベトナムではちまきを食べます。子どもはお年玉をもらいます。お寺へ行ってお祈りとお

みくじをします。今年はやぎ年です。日本でも、みんなお寺に行きます。もちゃお雑煮を

食べます。今年はひつじ年です。］

音素別の単文作成はベトナム語のみで考えて書くことができたが、テーマ別の作文に

なると、まず日本語で内容を考え、それをもとにベトナム語に置き換えていくという流

れになった。 6年次には、中国語母語クラスとの合同授業の中で作文の活動を行うこと

も多く、その際には友達と意見を交わしながら元の日本語文を考えることもあった。

Tは、週に1回通っている英語塾で習得したアルファベットの知識や、 3年生の国語

で習ったローマ字の知識と結びつけながらベトナム語の文字の学習をすることができた。

それに加え、音韻認識ワークや、理解可能な内容となった物語に出てくる単語や文章

の書き写し作業を重ねていくことで、文字と音の対応を強めることができたと考えられ

る。結果、スペルや文法のヒントを得ながら、身近なものをテーマにある程度の連文を

書くことができるようになった。

4.4ベトナム語能力の伸長

以上、約4年半を通してTがベトナム語能力を伸長させてきた様子を記述してきた。

ここで、 Tがベトナム語を使用して「できること」を4技能別にまとめると、次頁の表3

のようになる。

4.5ベトナム語能力の伸長を支えたもの

上述したTのベトナム語能力の伸長は、当然ながらT自身の努力の結果である。それ

に加え、その努力を支えたと考えられる要因として以下の3点を指摘する。

4.5.1家庭との連携

Tのベトナム語能力の発達に最も欠かせなかったものは授業と家庭学習の連携である。
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表3 Tのベトナム語能力の変化

聞く 話す 読む 書く

なじみのあるテーマ
についての物語（就

文字・単語を
2年生 学前レベル）を、サ 頻出単語を認識する

書き写すことが
(2011年度） ポートを受けながら ことができる。

できる。
聞いて理解すること ー語文、ニ
ができる。 語文での応

なじみのあるテーマ
答ができる。

についての物語（就
音素の区別ができる。

単語・フレーズ
3年生 ある程度文字と音を
(2012年度）

学前レベル）を聞い
同定することができ

を書き写すこと
てある程度理解する ができる。
ことができる。

る。

2年生用のテキスト 単文レベル
単語・ フレーズ

4年生 既習の文章を拾い読 を、音と同定さ
(2013年度）

を聞いてある程度理 での応答が
みすることができる。 せながら書き写

解することができる。 できる。
すことができる。

5年生
3年生用のテキスト

初見の文章を拾い読 スペルや文法を聞いてある程度理
(2014年度）

解することができる。 みすることができる。 のヒントを得な
ある程度の 既習の文章であれば がら、身近なも

学習語暴の含まれた 連文を用い ゆっくりではあるが、 のをテーマにあ

6年生
テキストを、サポー て応答できる。 ある程度のまとまり る程度の連文

(201壁鵡
トを受けながら聞い に区切って読むこと を書くことがで
て理解することがで ができる。 きる。
きる。

T自身はベトナム語を学ぶことで両親を喜ばせたいという強い思いを持っており、両親

は子どもにベトナム語を継承したいと考えていた。 2012年5月の家庭訪問の際、母親

より「最近、国語や算数の宿題をみるのが難しくなってきた」、「特に作文は難しい」と

いう悩みが寄せられた。同時期に、 Tからは「最近、お母さんが宿題見てくれなくて寂

しい」という発言が聞かれるようになっていた。 しばらくして、 Tがベトナム語の宿題

がもっとたくさんほしいと話してきたためわけを尋ねると、「ベトナム語の宿題ならお母

さんと一緒にできる」、「お母さんと勉強できるのが楽しいからもっとやりたい」とのこ

とであった。母親が抱えていた「国語や算数の宿題をみるのが難しくなってきた」とい

う悔しさと、子どもが抱えていた「お母さんが宿題を見てくれない」という寂しさが、

ベトナム語の宿題を通して解消されたのである。 5年次には母親が筆者に次のように話

している。

子どもにベトナム語を継承したいと望んでおり、家庭では極カペトナム語を使用

するようにはしていた。しかし、実際に子どもにベトナム語を教えようとしても何

-127-



母語・継承語・パイリンガ］レ教両(MHB)研究 Volume 13 MARCH 2017 

をしていいのかわからない。隔週でも学校で授業があり、その度に課題が与え

られるのは本当にありがたかった。（原語はベトナム語、日本語訳は筆者）

この発言から、 Tの母親が定期的に提供される課題を積極的に受け入れていた様子が

わかる。母親は、課題を読み聞かせて暗唱させたり音読練習をさせたりするだけでなく、

物語の内容について話し合ったり関連事項について話して聞かせたりするなど、課題を

用いてベトナム語による質の高い会話10)を実践していた。

4.5.2学校という「公の場」の存在

Tの継承語学習が、子どもにとっての「公の場」である学校において、授業として実

施されたことも非常に大きな支えとなった。学習初期には学校でベトナム語を使用する

ことへの強い戸惑い、警戒、抵抗のような反応も見られたが、「ベトナム語を話せるな

んてすごい」と教員や友人から認めれることや、「教える」、「通訳する」といった経験

を通してベトナム語が役に立つことを実感することで、それらの感清も和らぎ自信につ

ながっていった。また、クラス担任や国際教室担当教員から「ベトナム語のファイル持っ

ておいでよ」、「ベトナム語の宿題やってきた？」等の声掛けも得られ、これも子どもが

学習を積み重ねるために欠かせない要素であったと思われる。

また、 3年次に国語の授業でローマ字を学習すると、ベトナム語の文字に対する理解

が急速に進んだ様子が観察された。このように、毎日の教科学習の積み重ねにベトナム

語をリンクさせることは非常に効果的である。

以上の通り、学校における継承語学習には、周囲とのつながりの中で学べること、教

科学習とリンクさせながら学べることという二つの大きなメリットがある。また、さら

に発表会や調べ学習などの形で原学級の活動と絡めていくことができれば、落合

(2012)が指摘するように、日本人の子どもが「文化相対主義的視点」を獲得する機会

も作り出すことができる。

4.5.3子どもの「得意」を活かす工夫

子どもが継承語に対しマイナスの価値を持っていること等の状況を踏まえ、母語指導

員はまず学習のモチベーションを子どもの中に作り出す必要がある。そのために、子ど

もが学習を楽しむことのできる工夫や子どもが学習の価値を見出すことのできる工夫が

必要である。また、聞く力はある程度あるが話す力が弱く、さらに読み書きは未習得の

継承語学習者の場合、話す、読む、書くの学習ばかりでは苦手な部分を指摘されるよ
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うで苦痛に感じてしまう。しかし、逆に「話す、読む、書く力が弱い」というマイナス

面ではなく、「聞くことが得意」というプラス面に着目してそれを活用すれば、自身が

持っているベトナム語の力が「使える」、「誇れる」ものであると認識させつつ、理解可

能な内容を増やし、話す、読む、書く力の学習につなげていくことができる。

このように、継承語学習者の精神的、言語能力的特徴を加味し、子どもの「得意」

を活かす工夫を含んだ指導を実践することで、継承語学習の困難の克服を目指す必要

があろう。さらに、上の2項で述べた「家庭」と「学校」をつなぎ、双方に協力を求め

る必要もあり、この役割を母語指導員が担うことが期待される。これをモデル化し下記

の図8に示す。

,,, ..  ""T ......'.  • ; ; 

教材を用いた「黄の高い会話」の実践 子どもが母語・母文化を披露できる場の提供

5. おわりに

子どもがベトナム語を
使用する環境づくり

母語保持に関する家庭への働きかけ
教材の提供

学校行事J蕊挙内容に関する情報提供

学校行事・授業内容に関連した教材作成

図8継承語学習を支える家庭・学校・母語指導員の連携モデル

以上、日本に暮らすベトナムルーツの児童Tの継承ベトナム語能力の伸長の過程を描

き出し、それに大きく関わった3つのポイントとして家庭、学校、母語指導員のそれぞ

れの役割を指摘した。 Tの事例は、以上3点の連携が成り立った結果、学校が提供する

学習の場において、母語指導員が作成・提供する課題を、家族が積極的に受け入れて

家庭内での質の高い会話を生み出すという流れが生じ、それが子どもの継承語能力の伸

長に結び付いたモデルケースであると言える。
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今後は、このTの事例を軸に、日本生まれまたは幼少期来日で日本語を優勢言語と

する子どもを主な対象とした、継承語学習の具体的なカリキュラムの考案を目指したい。

注

1)これら先行研究に紹介される公立学校内での母語・継承語学習は、学校、市によって詳細

は異なるが、大まかに以下のような環境で行われている。学習時間は年間20~30時間（隔

週～週に1時間）程度であり、学課内もしくは放課後に実施される。指導にあたるのは、教

育委員会等から実施校に派遣されるか実施校から直接依頼を受けた外部の講師であり、

地域に暮らすベトナム出身住民、日本人通訳、ベトナム出身留学生やその言語を学ぶ日本

人大学生・ 大学院生等がそれを担う。指導内容は、学校や親のニーズ、子どもの言語能力

や興味•関心を踏まえて講師が決定する。実施に当たっては、日本の学校生活において必

要な日本語指導、教科指導の方が優先されるため母語・継承語指導のための予算や時間

が必ずしも確保されない場合がある、講師の獲得・ 確保が難しい、教材の不足等、さまざ

まな困難がある。

2)友沢 (2012)に掲載の「言語環境に関するアンケート（中国語版・日本語版）」をベトナム

語に翻訳したもの。

3)教室には独自の名称がつけられているが、本稿中では総称として「国際教室」と呼ぶ。

4)特定非営利法人トッカビ子ども会によって作成された在日ベトナム人子弟のためのテキス

ト。子どもたちに文字と音の関係を意識させるよう構成されている。

5)実際のやりとりを示す際は、以下の凡例に従う。尚、「うん」、「へえ」などの相槌は、特に

そのやりとりにおいて重要な意味を持たない限り省略する。

T Tの発話 ［ ］ベトナム語による発話の日本語訳

VT 筆者の発話 （ ）途中に挿入された発話

＊＊＊聞き取り不可能な箇所 ｛ ｝発話とともに行われた行動等

6)調査校の国際教室には4~5人の国際教室担当教員がおり、各教員が分担して担当学年を

持っている。ここでは、 Tの学年を担当する国際教室担当教員を「担当教員」と呼ぶこと

にする。

7)上述の前任の指導員の評価に「基礎的な単語はよく知っている」とあったほか、 3年次に実

施した音韻認識ワークでは、ベトナム語の全母音を含む51の基礎語彙のうち42語を知って

いた (Kondo& Shimizu, 2012)。また、 5年次に実施したTOAM語彙テスト (2013年3月27

~29日に大阪府教育センターで実施された「多文化多言語環境に育つ子ども (CLD児）の

母語カ・日本語力の育成『多言語対話型評価法』テスター・指導者養成ワークショップ」

で配布された語彙カードを使用。この語彙カードは、国立国語研究所児童生徒プロジェク

トで作成・使用したものをワークショップのために一部改訂・複製したもの）の正答数は

35/55問であった (2014年4月23日実施）。

8) 2012年2月13日の授業で読み聞かせを始める前に、テキスト「Chutho tinh khan [かしこ

いうさぎ］」を見せ、わかる単語があるか尋ねたところ、 c6[~がある],m9t [ 1 ], tho [う

さぎ],d6 [その],khong [~ないJ,an [食べる],n6i [言う］の6つの単語を認識することが
できた。

9)本国の国語教科書は主に2、3年生のものを使用した。 1年生の教科書は文字を読み上げる

練習をしたりことばのリズムを習得したりすることを主な目的とする構成で課文の多くが

詩であったため、また4年生以上の教科書にはベトナムの歴史や社会背景、文化背景を知
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らないと理解が難しい文化的バイアスの高い課文が多かったため、日本で生まれ育ったT

には内容を理解することが難しいと判断したためである。

10) 例えば、 Baesi Y-ec-xanh [アレクサンドル・エルサン医師］（国語教科書3年下 p.106-

107)の予習を家で行った際、栂親は熱帯病やニャチャン（ベトナム南部カインホア省の省

都。エルサン医師が活動していた地）について話して聞かせてくれたという (2014年12月3

日フィールドノート）。
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